2013年度　第5回審判部月例勉強会　参加報告　　　　　　　　　　　  2013.9.8　近藤
日時；2013年9月7日（土）　18：30～20：50

会場；中野区商工会3F会議室
· 東京での国体対応関連
　 ◎ 東京開催の国体が56年ぶりに来月より始まります。
　 ・10／3開会式で翌日よりゲームが行われる予定
　 ・会場：昭島、八王子、立川、町田小野路、府中、稲城の６つの野球場
　 ・参加チーム：32チーム／36試合を予定
　 ・オール東京は、1回戦：甲信越の長野県チーム（於：府中市民）
　 ◎ お手伝い、応援等のお願い
・本国体を皆さん方で盛り上げましょう。
　 ◎ このような大会を観戦することで、審判レベルの向上にも繋がると考えます。
　　　是非、皆さんも時間を取って会場まで足を運んでみてください。
　 ◇ また、9年後には天皇賜杯が東京で予定されてます。
□ 審判対応他に関して
・あやふやなジャッジメントがトラブルの一番多い要因と考えます。
　⇒ コール、ジェスチャーは大きな声とはっきりと

・トラブル事例は皆で共有しましょう。
・しっかり止まって、余裕を持ったジャッジをしましょう（早めのストップが肝心）。
・立ち位置は、近づき過ぎず、離れ過ぎず。
・攻撃が終了して、守備に着くチームへの声掛け（俗に言う、追い出し）は、必要以

　上にベンチには近づかない。できれば、コーチャースボックス近辺より行ないましょ　　

　う。
　 ・審判集合時刻の厳守 ⇒ 遅刻が多発してます。確り、気を付けて行動願います。
　 ・ファウル、フェアの裁定に関して
　 　⇒ 誰が見ても、明らかな打球に対しては、ジャッジしないように。
　　 ライン際に限ってのみ、はっきりしたジェスチャーやコールで裁定をするように。

　　 ぎりぎりの際どい打球やプレイ等に対しては、ジェスチャーを幾度か繰り返す。

　　 また、直ぐに止めないで、少しの間そのジェスチャーを残すようにしましょう。

　 ・東連大会では、逸脱したジェスチャーは認めません。
　　 ⇒ 基本に徹したもので行なってください。（東連、全連）

　 ・オン・ザ・タッグ（On the Tag）は使わないように／現在では

　 ・クルー間でのシグナル（サイン）のやり取りは、決して派手にならないように。
　 ・（カウンター）ゲージは、各塁審が持つ必要性がない。

　 　⇒ ゲージを気にすることによる、ゲームへの集中力阻害を防ぐ意味で、ゲージを持つのは3塁塁審のみにしましょう。
　 ・攻守の決定について

　　 ⇒ 競技者必携『競技運営に関する連盟取り決め事項』1（P.14）参照

　 （前段略）球審の立会いのもとに攻守を決定し、・・・・・となっております。

　　 解釈：球審が必ずしも行うことまで規定はなく、立会えば良いとしています。
　 ・球審を担当される際には、球審用シューズを履くように。

□ 審判メカニクスについて
　 本日は、東京での国体関連議事のため、勉強会説明は行いませんでした。
· 全日本学童大会、NPBｶﾞｰﾙｽﾞﾄｰﾅﾒﾝﾄ大会において、今年は例年になく酷暑のこともあって学童選手だけでなく、試合中に体調不良を訴える審判員の方々が見受けられました。
（球審の途中交代のゲームもあったようです）

　 審判をやられる方はもとより、運営等大会に関わる方々も体調には充分に気をつけて対応願います。
尚、次回は10／12（土）中野区商工会にて予定とします。

以上、宜しくお願いします。

